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「
村
づ
く
り
』
に
力
の
集
中
を

金
木
町
長
津
ゞ
島
英
治
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政府は農山漁村の経済の安定と生活水準の向上を図るため、昭和三十一
年から五カ年計画で助成してきたが、金木地域は、その最終年度にあた
る明三-'一五年度に〃新挫山漁村特別地域〃として指定され〃新しい村づ
くり〃をはじめることになり、現在、振興五カ年計画をたてる主体とな
る金木地域農村振興協譲会では部落嘩談会など開き主旨の徹底をはかっ
ている当地域では、これを〃新しい村づくり〃といっているが、その概
要について述べてみよう。
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一
一
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
皆
が
、

｜
安
定
し
た
、
よ
り
よ
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
経
営
の
た
て

直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
個
人

一
噸
“
唾
嫉
娃
誕
祁
即
蔀
瞬
唾
職

同
の
力
で
や
れ
ば
、
よ
り
よ
い

成
果
が
お
さ
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
助
成
す

、
凸
Ｔ
二
二
弓
ａ
ロ
ー
凸
口
呂
二
二
Ｌ
夕
も
〃
ニ
タ
ロ
マ
ニ
章
言
●
毎
亀
・
ど
ニ
ニ
モ
ロ
タ
、
夕
、
Ｆ
、
二
三
目
。
、
君

つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
内
は

も
ち
ろ
ん
、
他
府
県
で
は
既
に

振
興
計
画
の
実
施
を
終
っ
て
い

る
地
域
が
多
い
の
で
、
先
進
地

に
な
ら
っ
て
〃
村
づ
く
り
〃
す

る
金
木
地
域
は
遅
れ
て
は
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
有
利
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
村
づ
く
り
は
、
金
木
町
全

般
に
わ
た
っ
て
の
綜
合
建
設
の

計
画
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
む

き
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
林
漁

業
の
象
対
象
の
振
興
計
画
で
あ

り
、
そ
の
対
象
と
な
る
人
た
ち

が
、
他
に
依
存
す
る
こ
と
な
く

あ
く
ま
で
も
自
主
的
な
冬
村
づ

く
り
〃
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
村
に

に
錯
鋤
識
轆
叫
拝
症
唾
螺
唖
琴
一

’共同
化
で
生
溌
の
安
定

現
下
の
急
務
は
所
得
の
向
上
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ｌ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
議
会

今
ま
で
、
こ
の
村
づ
く
り
に
一
が
た
て
る
の
で
あ
る
。
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落
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、
…
生
活
の
安
定
は

共
一
同
化
で

＠
…
村

、
…
生
活
を
明
る
く

伸
ば
す
村
づ
く
り

幸

つ
〃
！
人
づ

くり
りは
か

ら
I

会
議
室
で
、
金
木
地
域
農
村
振

興
協
議
会
の
組
織
会
を
開
い
た

が
、
こ
の
協
議
会
の
組
織
、
任

務
な
ど
、
そ
の
概
要
を
述
・
へ
れ

ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

０
０
０

組
織
次
の
も
の
を
委
員

と
し
、
そ
の
委
員
を
も
づ
て

組
織
し
て
い
る
。

①
町
長
②
驍
会
議
長
③
農
業
委

員
会
長
④
各
農
協
組
合
長
、
土

地
改
良
区
理
事
長
、
森
林
組
合

長
⑤
農
事
実
行
組
合
な
ど
の
部

ｉ
１
１

地
域
住
民
の
総
意
を
反
影
さ

せ
た
計
画
を
、
協
議
会
が
た
て

る
の
で
あ
る
が
こ
の
村
づ
く
り

を
実
際
に
進
め
る
の
は
一
体
誰

で
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

農
村
漁
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ

ん
方
自
身
な
の
で
あ
る
。

た
だ
共
同
化
を
目
標
に
し
て
い

る
関
係
で
、
村
づ
く
り
の
事
業

の
実
施
は
、
町
役
場
、
農
莱
協

同
組
合
、
土
地
改
良
Ⅸ
農
業
委

員
会
、
そ
の
他
の
農
村
漁
業
団

体
、
部
落
団
体
、
青
年
婦
人
組

森
休
組
合
な
ど
の
農
村
漁
業
閲
毒
員
会
の
小
委
員
会
を
つ
く
つ
一

体
や
、
青
年
婦
人
組
鰐
秒
代
表
て
活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
部
落
一

者
及
び
学
識
経
験
者
を
も
っ
て
の
意
向
を
反
影
さ
せ
た
計
画
と
一

柵
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
柵
成
す
る
た
め
、
行
政
協
力
委
員
に
一

鏥
蹄
恥
や
錘
尉
諦
馴
奉
率
捲
画
一
も
一
役
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

｜
村
会
一
室
木
地
域
の
農
村

農
議
唖
》
蓉
麺
壁
婦
麺

漉
協
施
を
円
滑
に
す
る

木
興
た
め
去
る
七
月
二

懐
鮭
鶏
露

｜下’ 力
を
得
て
ま
と
め
る
。

川
倉
地
区
Ⅱ
川
倉
農
業
協
組

合
が
各
農
事
改
良
組
合
行

政
協
力
委
員
の
協
力
を
得

て
ま
と
め
る

蒔
田
、
神
原
、
沢
部
地
区

計
画
委
員
、
行
政
協
力
委

員
が
中
心
に
な
っ
て
ま
と

め
る
。

藤
枝
部
落
Ⅱ
計
画
委
員
、
行

政
協
力
季
員
が
、
・
部
落
民

に
呼
び
か
け
調
査
す
る
。

大
東
ヵ
丘
ヶ
区
Ⅱ
特
別
委
員

計
画
委
員
、
行
政
協
力
委

員
が
主
体
と
な
っ
て
調
査

し
ま
と
め
る
。

委
員
は
各
屑
か
ら

下
部
組
織
が
ら
検
討

總
意
で
村
づ
く
り

會
長
に
は
津
島
町
長

落
団
体
の
代
表
者
⑤
青
少
年
ク

ラ
ブ
な
ど
青
年
婦
人
団
体
の
代

表
者
⑦
学
識
経
騨
者

以
上
の
も
の
で
組
織
さ
れ
て
い

る
が
、
鰯
成
人
員
が
約
九
十
名

も
あ
る
の
で
、
季
員
の
う
ち
か

ら
、
計
画
を
実
質
的
に
進
め
て

い
く
た
め
、
二
十
四
名
を
選
び

「
特
別
委
員
会
」
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
部

門
別
の
小
委
員
会
を
設
け
て
い

る
。
第
一
小
委
員
会
ｌ
全
般
統
轄

第
二
小
委
員
会
ｌ
農
業
経
営
及

び
共
同
施
設
関
係

第
三
小
委
員
会
ｌ
耕
極
改
善
及

び
防
除
関
係

第
四
小
委
員
会
ｌ
土
地
改
良
関

係

第
五
小
委
員
会
ｌ
生
活
改
善
関

係
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Ｏ
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唯
川
Ⅱ
舵
Ⅱ

協
譲
会
で
つ
く
っ
た
計
画
で
、

政
府
の
承
認
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
補
助
又
は

融
資
が
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
事
業
別
に
わ
け
れ

ば
、
一
般
助
成
事
業
、
特
別
助

成
事
業
の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る

が
。
①
一
般
助
成
事
業
と
は
今
ま
で

政
府
か
ら
補
助
や
融
資
を
受
け

織
が
、
そ
の
分
担
す
る
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

て
行
な
っ
て
き
た
農
村
漁
業
関
・
た
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

係
の
事
業
を
い
い
、
そ
の
う
ち
補
助
は
、
事
業
種
目
に
よ
っ
て

助
成
を
打
切
ら
れ
て
い
る
法
律
異
な
る
が
、
般
高
五
割
、
最
低

錘
睡
娠
僻
淌
率
鋤
壼
症
塞
》
鋤
一
露
鄙
銅
弛
麺
姻
誕
唾
耐
準
諏
瑠

補
助
は
五
割
以
内
で

農
協
、
士
改
歴
の
み
に
融
資

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
、

②
特
別
助
成
事
業
と
は
、
二
般

助
成
事
業
と
亜
複
す
る
も
の
も

あ
る
が
、
率
業
主
体
市
町
村
、

農
莱
協
同
組
合
、
土
地
改
良
区

隈
業
委
員
会
、
そ
の
他
の
農
業

団
体
、
部
落
、
青
年
婦
人
組
織

な
ど
で
行
う
、
〃
土
地
整
満
事

業
〃
豊
山
漁
林
振
興
岡
共
施
設

〃
や
そ
の
他
農
林
大
臣
の
認
め

右
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
部
落

単
位
で
計
画
委
員
会
を
お
い
て

い
る
。

①
金
木
②
川
倉
、
藤
枝
③
沢
部
、

蒔
田
、
神
原
④
嘉
瀬
⑤
中
柏
木

⑥
小
栗
崎
⑦
岩
見
町
、
更
正
部

落
③
小
田
川
⑨
喜
良
市
⑩
大
東

力
丘
．
０
０
０

目
的
金
木
地
域
の
振
興

を
図
る
た
め
、
農
村
漁
業
に
関

す
る
綜
合
振
興
計
画
の
樹
立
及

び
実
施
の
推
進
を
は
か
る
。

０
０
０

事
業
次
の
事
業
を
行
う

①
綜
合
振
興
計
画
の
樹
立
及
び

実
施
推
進
に
関
す
る
事
項
②
綜

合
振
興
に
関
す
る
農
山
漁
民
の

啓
蒙
宣
伝
に
関
す
る
事
項
③
綜

合
振
興
計
画
の
樹
立
に
必
要
な
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嘉
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塊
１
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日
オ
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５１Ｊ

｜
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一
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匿
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’

但
し
融
資
は
、
当
町
の
場
合
、

盤
業
協
同
組
合
や
土
地
改
良
区

の
み
が
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
他
の
団
体
や
部
落
な
ど
は

避
協
か
ら
更
に
借
り
る
こ
と
に

な
る
が
、
挫
協
が
不
振
で
融
資

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
補

助
と
自
己
負
担
の
み
で
や
れ
る

し
、
又
市
中
銀
行
か
ら
借
入
れ

人で
き
れ
ば
、
そ
の
方
法
で
も
よ

い
の
で
あ
る
。
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ｌ
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Ｉ
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Ｆ
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、
Ｆ
ｒ
‐
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Ｊ
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ｆ
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Ｌ
Ｐ
ｒ
Ｌ
Ｊ
ｒ
も
Ｆ
Ｉ
Ｌ
〃
ｒ
Ｌ
、
″
Ｆ
１
■
１
ｆ
ｈ
〃
ｆ
Ｌ
Ｊ
ｒ
Ｌ
Ｊ
ｒ
ａ
ｌ
Ｆ
ｋ
ｒ

資
料
の
整
備
及
び
現
地
調
究
④

そ
の
他
目
的
達
成
上
必
要
な
事

項毛

０
０
０

役
職
員
ゞ

会
長
Ｉ
金
木
町
長

世帯’1.488

出生157
異
死亡64

－

助転入'51
転出162
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監
事
１
名
農
協
組
合
長
（
四
名
）

事
務
局
長
ｌ
金
木
町
助
役

職
員
ｌ
産
業
課
職
員
全
員
一

副
会
長
ｌ
金
木
町
議
会
議
長

税
金
は

納
期
内
に

必
ず
納
め
て

下
さ
い

（
写
真
Ⅱ
役
員
の
協
譲
会
）

’

｜
嬬
一
雄
一

癩
蔀
秘
唾
鐸
紘
罷
華
や
睦
銅
牝
一
一

○
一
口
に
健
業
共
同
化
と
い
う
一

が
、
関
東
東
山
挫
試
農
業
経
営

部
長
の
武
藤
三
雄
氏
は
、
之
を

次
の
四
つ
の
類
型
に
区
分
し
て

い
る
。
第
一
類
型
ｌ
生
産
か
ら

生
活
ま
で
共
同
化
し
て
い
る
も

の
Ｏ
第
二
類
型
ｌ
生
産
は
共
同
、
生

活
は
個
人
単
位
の
も
の
。

錬
準
噸
理
制
性
嘩
坪
舜
維
咋
罐
一

鋤
御
錘
砕
罪
檸
幟
泌
恥
綴
榊
雄
一

ど
を
共
同
で
利
用
す
る
も
の
。

。
広
い
意
味
で
は
右
の
四
つ
と

も
共
同
経
営
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
が
、
厳
密
に
は
第
一
類
型

と
第
二
類
型
だ
け
が
共
卿
経
営

で
あ
り
、
第
三
、
四
の
類
型
は
一

個
人
経
営
を
前
提
に
し
て
の
補

充
的
な
も
の
で
あ
り
、
第
三
は

作
業
共
同
、
第
四
は
共
同
利
用

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

◇
過
去
に
お
い
て
も
第
一
次
大

峨
の
直
後
、
大
平
洋
戦
争
の
最

中
、
戦
後
の
農
地
改
革
前
後
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ

て
共
同
化
へ
の
波
が
高
ま
っ
た

歴
史
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の

い
ず
れ
も
が
失
敗
に
終
り
、
今

篭
で
は
そ
の
繰
返
し
で
あ
っ
た

今
日
そ
れ
が
ま
た
登
場
し
て
き

た
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
理

由
が
あ
る
だ
ろ
う
。

｜
軸
唾
鐸
叫
韮
妬
圭
雑
雄
繩
庫
確

1．L ＝＝：

提 言
弓筈一

関対腱こつづ◎
心す業一･てく〃
がる協、かり新
急僅同こら〃し
激民化年、がい
にのに、こ始村

け
た
温
情
に
報
い
た
い
と
思
い

募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら

．
ふ
る
っ
て
ご
参
同
下
さ
い
。

。
あ
る
人
は
．
一
十
世
紀
の
後

半
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
農
民
の

行
う
べ
き
道
は
、
共
同
化
し
か

な
い
」
と
極
言
し
て
い
る
が
、

自
作
農
主
義
が
ゆ
ら
き
は
じ
め

農
業
の
法
人
化
が
同
質
の
も
の

の
よ
う
な
議
論
も
行
わ
れ
て
い

る
現
在
、
共
同
化
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
理
解
な
り
、
問
題
の

整
理
は
十
分
さ
れ
て
お
ら
ず
、

混
乱
気
味
で
あ
る
と
こ
ろ
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。台

風
十
五
号
の
水
害
の
惨
禍
は

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
が
、
と
り

わ
け
被
害
の
多
か
っ
た
愛
知
、

三
重
、
岐
阜
の
三
県
に
救
援
金

を
送
る
こ
と
を
各
機
関
で
募
集

し
て
い
る
が
、
当
町
役
場
で
も

昨
年
の
台
風
の
水
害
の
さ
い
受

＝

災
害
地
に

救
援
金
を

＝
も集受

147
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さ
れ
な
い
。
（
但
し
他
の
年
金
こ
の
砺
祉
年
金
を
受
け
ら
れ
る

老
令
、
障
害
母
子
の
三
種
類
慶
鵜
の
あ
る
着
は
、
｜
戸
繍
抄
零

が
一
万
二
千
円
以
下
の
場
合
は

そ
の
垂
額
だ
け
支
給
さ
れ
る
）

一
通
、
住
民
登
録
票
謄
本
一
通

②
前
年
に
十
三
万
円
以
上
の
所

得
が
あ
っ
た
蝿
合
は
支
給
が
停
場
合
は
、
そ
の
翌
年
の
四
月
ま
二
十
才
以
上
の
者
で
、
一
級
程
額
は
一
万
八
千
円
で
あ
る
。
を
裁
定
請
求
書
に
添
え
て
役
場

厚
生
課
へ
出
せ
ば
よ
い
の
で
あ

①
本
人
の
配
偶
者
〈
夫
や
妻
）
が
⑥
本
人
の
扶
養
義
務
者
が
へ
本
準
岬
頚
酔
準
轌
嗜
詮
両
諏
恥
部
［
岬
團
封
倒
祉
割
割
引
］
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
係
へ
遠

止
さ
れ
る
〕
で
全
額
停
止
さ
れ
る
。

他
の
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
年
度
唱
一
互
一
羊
六
百
円
以
上
こ
え
な
い
者
、
両
手
両
足
の
な
今
年
の
十
一
月
一
日
現
在
で
夫
慮
な
く
間
合
せ
て
い
た
だ
き
た

Ｊ
１
「
ｊ
叶
い
更
一
‐
・
司
婿
昂
昨
い
』
利
一
う
む
永
当
ｃ
支
給
停
止
と
な
る
。
．
§
ｆ
・
』
言
９
．
二
・
皇
ｓ
一
言
似
穆
Ｉ
言
．
．
・
二
：
・
こ
こ
ｉ
ｉ
一
二
二
・
・
言
・
・
呂
二
君
ｊ
Ｉ
二
言
・
・
言
・
冒
冨
二
、
ｔ
く
噸
言
・
皇
・
言
・
昌
呂
・
Ｉ

年
金
の
支
給
は
い
ず
れ
も

れ
る
こ
と
に
な
る
。

支
給
さ
れ
る
金
額
は
月
額
一
人
の
夫
婦
が
共
に
老
令
年
金
を
支
の
所
得
税
を
納
め
て
い
る
場
合
い
者
〉
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で

年
三
回
に
わ
け
て
な
さ
れ

当
千
円
の
年
間
一
万
二
千
円
で
、
給
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
も
、
翌
年
の
四
月
ま
で
全
額
停
あ
る
が
、
現
在
治
療
中
の
者
に

る
が
、
今
年
の
十
一
月
以

は
支
給
さ
れ
な
い
。

雲
議
簔
鰭
隣
蕊
際
皐
壷
一
霊
篝
謹
窯
蕊
蕊

に
は
制
限
が
あ
る
。

①
本
人
が
恩
給
と
か
迩
族
年
金
つ
い
て
所
得
税
を
納
め
て
い
る
今
年
の
十
一
月
一
日
現
在
で
満
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
る
。
年
金
（
四
ヶ
月
分
）
で
支
給
さ

れ
る
。

懸
蕊
繕
月
の
阿
固

一
千
懲
當
年
金
支
給

一
老
令
福
祉
年
金
一
次
の
計
弊
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ

プ
。
○

今
年
の
十
一
月
一
日
で
満
七
十
両
．
ロ
９
画
Ｉ
（
他
の
年
金
１
，
．
つ

一
畳
》
瑚
罹
》
》
》
伸
一
》
一
》
》
》
闇
埜
封
峠
』
》
畔
》
麺

I

今
ま
で
の
失
敗
を
顧
み
て

話
合
い
で
村
づ
く
叩
非

一
二
具
》
・
二
》
一
二
旨
二
》
凸
｝
二
一
『
二
一
二
一
二
一
｝
』
二
一
一
二
口
二
一
二
二
一
二
一
二
三
二
三
一
二
一
一
二
琴
二
一
三
一
一
』
二
一
二
一
二
一
一
二
一
｝
二
一
三
一
二
壱
二
言
二
一
二
一
二
一
｝
一
二
一
三
一
三
一
マ
ー
蓉
二
琴
二
一
三
一
三
二
二
一
言
三
一
二
一
二
一
『
一
一
言
二
一
二
一
三
一
二
一
一
三
一
言
三
二
一
言
二

驚
年
、
租
寒
法

が
施
か
れ
て
か
ら
、
急
激
に
土

地
改
良
を
ば
じ
め
と
し
、
国
の

補
助
事
業
が
農
村
に
降
り
は
じ

め
、
恰
も
農
業
振
興
策
が
国
の

補
助
対
策
と
固
い
紐
で
結
ば
れ

た
感
を
農
民
に
与
え
た
。
五
ヶ

年
の
時
限
法
で
あ
っ
た
特
別
臨

時
措
置
法
と
し
て
の
裁
寒
法
は

そ
の
後
更
に
延
長
さ
れ
て
あ
ら

ゆ
る
農
業
施
策
に
恩
典
を
た
れ

て
い
る
が
、
果
し
て
こ
の
旱
天

に
慈
雨
的
法
律
が
、
農
民
の
意

慾
を
充
分
満
足
す
る
様
、
理
解

さ
れ
、
効
用
さ
れ
て
い
る
か
と

云
い
ぱ
決
し
て
そ
う
で
な
い
。

私
の
見
た
眼
で
は
こ
の
地
方
、

特
に
北
津
解
一
帯
は
な
ん
ら
為

す
こ
と
な
く
、
ま
た
一
部
こ
の

法
律
に
よ
っ
て
振
興
策
を
実
施

事
務
局
長
木’

蕊
※

と
い
っ
て
も
樹
立
は
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら

村
づ
く
り
の
性
格
は
極
め
て
巾
ゞ
な
い
。
‐
す

広
く
町
の
前
途
を
大
き
く
左
右
｜
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
意
味
か
ら

ｉ
１
１
Ｉ

あ
ま
り
に
弱
く
、
国
、
県
の
助

成
が
結
局
策
定
の
基
本
に
な
る

の
で
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
自
力
更
生
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
で

１
１

立
民
五
郎

せ
ん
と
試
象
た
村
は
農
民
の
無

理
解
に
あ
え
な
く
潰
れ
去
っ
た

の
は
全
く
の
痛
恨
事
で
あ
る
。
、

他
力
本
願
と
い
う
か
も
知
れ
な

い
が
実
際
こ
の
地
方
の
振
興
を

策
定
す
る
場
合
、
自
ら
の
力
は

あ
ま
り
に
弱
く
、
国
、
県
の
肋

ご
“
凸
■
二
二
Ｋ
］
夕
、
〃
込
夕
、
雪
二
弓
。
。
●
一
ら
・
ロ
三
二
一
・
凸
夕
己
式
Ｌ
タ
ー
ニ
さ
・
毛
。
二
・
・
・
二
二
一
ｈ
夕
も
〃
巳
夕
、
二
琶
言
言
●
一
一
“
・
●
二
二
で
画
夕
込
夕
Ｌ
〃
君
二
胃
言
・
ロ
ー
寺
■
・
幹
二
一
冒
乙
込
夕
宅
々
可
二
言
言
。
・
一
』

十
一
月
一
日
か
ら
国
民
年
金
法
が
実
施
さ
れ
、
満
七
十
才

以
上
の
「
老
人
、
手
足
が
な
く
不
自
由
な
身
体
の
人
や
、

母
子
家
庭
な
ど
に
」
政
府
が
癌
祉
年
金
と
い
っ
て
、
年
三

回
に
わ
け
て
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
一

‐
れ
は
い
ず
れ
も
掛
金
を
か
け
な
い
で
支
給
さ
れ
る
年
金
で
一

あ
る
。
役
場
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
当
町
で
こ
の
年
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
る
者
が
約
百
名
ほ
ど
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
一

い
る
。
福
祉
年
金
に
は
老
令
福
祉
年
金
、
障
害
隔
祉
年
一

金
、
母
子
福
祉
年
金
の
三
種
類
あ
る
が
、
以
下
こ
の
年
金
一

に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ
て
糸
よ
う
。

人
つ
く
り
が
村
つ
く
る

住
民
の
総
意
と
新
感
覚
で

一
た
ど
こ
の
町
村
も
先
を
競
っ
て

計
画
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
た

合
併
に
よ
っ
て
ふ
く
れ
上
っ
た

赤
字
を
糊
塗
す
る
地
財
法
適
用

は
新
金
木
町
に
と
っ
て
ど
れ
だ

け
再
建
計
画
に
役
立
っ
た
か
、

選
挙
に
は
熱
心
だ
が
自
治
体
諭

即
ち
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の

政
治
の
向
上
、
進
歩
発
展
に
つ

さ
へ
国
の
助
成
を
あ
て
に
し
、

県
の
助
成
を
期
待
し
て
各
町
村

が
更
生
策
を
趣
て
た
の
で
す
。

形
こ
そ
変
れ
、
同
じ
主
旨
で
、

種
寒
法
が
生
れ
、
今
回
ま
た
河

野
農
相
の
提
唱
し
た
適
地
適
産

の
声
か
ら
村
づ
く
り
運
動
が
全

国
的
に
拡
が
っ
た
。

合
併
は
全
国
的
仁
行
は
れ
た
昭

和
維
新
で
あ
る
。

新
市
町
村
趣
設
計
画
か
ら
村
づ

く
り
町
づ
く
り
運
動
は
合
併
し

P

い
て
は
全
く
無
関
心
と
云
っ
て

も
い
い
Ｏ

金
木
町
の
村
づ
く
り
、
新
農
山

漁
村
振
興
対
策
は
、
何
を
置
い

て
も
各
々
が
有
っ
て
居
る
ウ
シ

祇
し
た
過
去
の
古
い
腐
憎
か
ら

ぬ
け
て
新
し
い
感
覚
で
私
逮
の

住
む
自
治
体
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
、
根
本
的
な
も
の
か
ら
建

て
直
し
、
そ
の
上
に
各
々
の
生

活
を
よ
り
よ
く
す
る
方
法
を
考

え
る
の
が
急
務
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
こ
の
町
の
主
人
公
で

あ
っ
て
見
れ
ば
発
言
櫓
も
同
じ

筈
な
の
に
、
一
つ
一
つ
特
定
の

枠
を
つ
く
る
た
め
に
云
い
づ
ら

く
な
り
、
つ
い
主
人
公
で
な
く

な
る
た
め
に
、
特
定
の
人
が
ハ

ピ
コ
っ
て
町
全
体
が
暗
く
な
る

の
で
す
。

も
、
町
当
局
で
は
各
層
か
ら
の

意
見
と
希
望
を
特
集
し
た
も
の

と
思
う
。

そ
こ
で
卒
直
に
意
見
を
述
べ
る

な
ら
ば
、
金
木
町
は
こ
と
さ
ら

政
治
の
解
決
な
く
し
て
真
の
新

し
い
村
づ
く
り
は
望
め
な
い
と

思
う
。
し
か
し
な
が
ら
村
づ
く

り
は
、
長
い
目
で
見
て
、
か
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立

場
に
立
っ
て
の
意
見
を
一
言
。

村
づ
く
り
計
画
は
、
金
木
町
が

進
む
べ
き
新
し
い
道
を
指
示
す

支
給
さ
れ
る
。

年
金
額
は
一
万
二
千
円
で
、
子

供
が
二
人
以
上
の
掛
合
は
二
人

目
の
子
供
か
ら
一
人
当
り
二
千

四
百
円
を
加
え
た
額
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
他
の
年
金
や
所
得
に
よ

っ
て
制
限
さ
れ
る
。

と
死
別
し
、
装
務
教
育
終
了
前
一
い
何
年
か
の
問
随
分
と
私
逓
は

｜
諭
草
を
く
っ
た
気
が
し
ま
す
。

の
子
供
を
扶
養
し
て
い
る
妻
に
一
も
う
こ
の
辺
で
、
ｎ
分
遠
の
明

支
洽
さ
れ
る
。

範
村
と
い
う

新
農
村
と
秘
し
、
ま
た
産
業
振

興
モ
デ
ル
村
等
々
と
各
地
各
様

る
。
だ
か
ら
計
画
そ
の
も
の
は
、

町
の
現
実
を
直
視
し
、
前
途
を

正
視
し
た
住
民
の
総
意
と
新
し

い
感
覚
を
も
っ
た
も
の
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
新
し
い
村
づ
く
り
の
前込

堤
は
〃
新
し
い
人
づ
く
り
〃
力

ら
と
い
う
ネ
ラ
イ
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

と
く
に
政
争
の
汚
名
を
き
て
い

る
金
木
町
に
あ
っ
て
は
、
‐
町
政

に
対
す
る
住
民
の
日
頃
の
自
覚

を
一
層
高
め
る
意
味
か
ら
も
、
ま

ず
新
し
い
村
づ
く
り
は
新
し
い

人
づ
く
り
か
ら
を
出
発
点
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ま
た
村
づ
く
り
を
推
し
進
め
る

た
め
に
も
〃
人
間
の
形
成
〃
こ

そ
原
動
力
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
公
民
舘
運
動

に
よ
る
社
会
教
育
に
カ
コ
プ
を

入
れ
る
こ
と
だ
。
加
え
て
公
民

館
の
施
設
が
必
要
だ
し
、
新
し

い
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施

設
だ
と
思
う
。

新
し
い
村
づ
く
り
の
一
端
で
あ

る
新
展
山
漁
村
建
設
計
画
は
、

総
合
的
な
立
場
か
ら
将
来
を
見

通
し
た
〃
地
域
の
特
殊
性
〃
を

生
か
し
た
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
農
産
業
に

お
い
て
も
た
ん
に
現
癖
業
の
向

上
を
は
か
る
た
め
の
既
成
的
な
！

日
の
生
活
が
明
る
く
な
る
た
め
一
昭
和
三
十
五
年
は
合
併
後
新
町

の
国
が
施
策
し
て
い
る
農
業
振
建
設
計
画
と
、
今
回
始
め
よ
う

輿
計
画
の
線
に
添
っ
て
お
互
い
と
し
て
い
る
村
づ
く
り
、
新
農

不
足
を
か
こ
っ
て
い
た
待
望
の
村
擾
興
の
特
別
指
定
町
村
と
し

農
業
振
興
の
各
獄
事
業
を
と
り
て
金
木
町
は
勇
し
く
川
発
す
る

上
げ
て
八
割
農
家
の
金
木
町
撮
沢
で
す
が
、
町
民
、
殊
に
農
家

輿
の
た
め
立
ち
上
ら
う
で
は
あ
各
位
に
は
こ
の
機
会
を
の
が
さ

り
ま
せ
ん
か
。
ず
、
充
分
こ
の
主
旨
を
利
用
し

私
は
こ
の
た
め
、
先
づ
右
左
を
所
得
咽
二
倍
三
倍
の
計
画
を
樹

酎
叱
ゴ
銃
毒
趣
鐸
吻
》
」
嘩
溜
罐
一
癖
唖
坤
乳
こ
と
を
切
望
す
る
次

の
こ
と
か
ら
離
れ
て
話
合
い
の
－１
１

ガ
ン
と
な
る
浜
閥
争
い

一
致
協
力
て
村
づ
く
り
を

弘
大
農
場
長
津
田
守
誠

●
あ史は村わ
るは、造が
い古そり国
はくの運で
模、歴勵の

｜
溌
蠅
齢
獣
墹
裡
蕊
漉
総
雌
黙
鯉
議
細
鴎
詠
繊
源
塊

ゞ
恢
興
現
地
指
導
会
〃
に
参
加
し
一
れ
る
の
で
す
が
、
さ
き
に
実

一
軒
調
》
話
恥
ぺ
錘
諏
訴
か
甦
祁
●
一
隷
郡
鍵
如
嘩
吟
蓉
計
）
珪
唖
癖
認
一
斗
垂
誌
射
錘
か
謹
叫
甦
莚
椎

喝
を
つ
く
り
、
せ
め
て
〃
に
一

度
そ
の
磯
会
を
も
ち
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
は
合
併
後
新
町

建
設
計
画
と
、
今
回
始
め
よ
う

の
綴
想
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
一

ま
す
が
、
そ
の
后
そ
れ
等
の
村

づ
く
り
の
行
方
は
ど
う
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
稀
で

は
あ
り
ま
す
が
、
戦
前
既
に
そ

の
成
果
を
発
揮
し
、
例
え
ば
安

定
市
を
中
心
と
す
る
濃
美
平
野

に
は
甥
な
澤
村
が
建
設
さ
れ
、

ｌ
も
の
で
な
く
、
主
産
業
の
水
稲

に
変
る
第
二
次
的
産
業
の
究
明

と
開
発
を
織
り
込
ん
だ
計
画
が

必
要
だ
ろ
う
。

ま
た
現
壮
か
ら
見
て
金
木
町
の

農
業
振
興
は
、
化
物
カ
ボ
チ
ャ

を
誇
り
と
す
る
收
穫
一
本
ャ
〃

主
認
の
〃
生
産
向
上
策
〃
だ
け

で
は
望
め
な
い
こ
と
は
事
実
だ

と
思
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
一

人
の
人
が
稲
も
作
れ
ば
リ
ン
ゴ

も
作
る
。
ま
た
ニ
ワ
ト
リ
や
豚

も
飼
え
ば
乳
牛
も
飼
う
。
と
い

う
よ
う
に
農
業
所
得
を
上
げ
る

た
め
に
は
根
本
的
な
農
業
経
営

の
改
良
と
、
農
協
組
合
の
強
化

育
成
に
よ
る
墨
民
の
共
同
体
制

の
硫
立
が
必
要
だ
。
こ
の
点
も

強
調
し
た
村
づ
く
り
計
画
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。

与
え
ら
れ
た
ス
・
へ
’
１
ス
内
で
の

意
見
な
の
で
ほ
り
さ
げ
た
意
見

も
で
な
い
が
、
金
木
町
は
地
理

的
条
件
か
ら
見
て
、
皆
ん
な
が

一
体
と
な
り
〃
新
し
い
手
〃
を

椎
鍵
琢
軸
粍
湘
挿
超
岫
神
罰
唯
一
誰
霞
鍛
幅
恥
純
恥
昶
唾
趨
即
嘩

は加
五え

所る
川な
原ら

市~ば
に、

つ西

<’北
発地
展方
性で

一
事
で
あ
り
ま
す
。

今
日
も
な
お
発
股
の
一
途
を
辿

り
つ
つ
挫
村
文
化
を
誇
っ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
ら
の
村
づ
く
り
の
運
動
の

多
く
は
そ
の
后
、
跡
か
た
も
な

よ
う
な
極
端
な
差
が
生
じ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
れ
に
つ

い
て
二
つ
の
基
本
的
問
題
を
提

起
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
村
づ
く
り
運
動

の
成
否
は
町
民
自
身
の
自
主
的

意
欲
の
如
何
に
か
か
る
と
い
う

事
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
河
野

漫
政
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
村
造

り
運
動
は
あ
く
ま
で
天
降
り
式

を
排
し
た
、
下
か
ら
の
盛
り
上

り
を
主
と
す
る
民
主
的
運
動
で

あ
る
こ
と
を
理
解
せ
ぬ
ぱ
な
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
に
、
私
ど
も
が
堅
く
決

意
せ
ぬ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、

し
た
が
、
非
常
に
効
果
が
あ
り
、

部
落
の
人
た
ち
か
ら
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。
地
域
的
に
み
て

ま
と
ま
っ
た
部
落
を
形
成
し
て

い
る
こ
と
や
、
水
の
便
が
よ
い

な
ど
環
境
に
も
よ
り
龍
す
が
、

何
か
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
こ

う
い
う
部
落
こ
ぞ
っ
て
や
ら
な
所
に
で
も
で
き
れ
ば
、
と
諺
え

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
誰
は
、
皆
て
い
ま
す
。

ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
ら
な
け
で
き
れ
ば
、
共
同
の
洗
砺
場
や

れ
ぱ
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
調
理
場
も
設
け
、
時
間
と
労
力

幸
い
こ
の
蚊
、
蝿
の
駆
除
に
は
の
軽
減
を
は
か
り
、
健
康
で
住

部
落
こ
ぞ
っ
て
養
成
し
、
み
ん
よ
い
部
落
に
し
た
い
と
考
え
て

な
が
力
を
あ
わ
せ
て
や
っ
た
か
い
ま
す
。
１
１

生
活
改
善
を
共
同
化
で

欲
し
い
心
の
修
養
道
場

農
村
振
興
計
画
は
重
点
的
に

職
が
副
安
田
百
合
子

明
る
く
住
み
よ
い
部
落

華
識
蓉
甕
冨
外
崎
美
子

私
道
の
グ
ル

ー
プ
で
は
春

か
ら
夏
に
か

け
て
、
蚊
蠅

の
撲
滅
を
実

施
し
て
き
ま

例
を
引
用
し
ま
し
ょ
う
。

先
般
朝
日
新
叩
社
に
よ
っ
イ
、

私
の
郷
里
の
近
く
の
Ａ
砧
の
産

業
振
興
の
た
め
の
調
五
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
肋
は
温
暖
の
地

で
資
源
豊
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、

村
勢
沈
滞
し
挫
し
く
文
化
に
遅

れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
調
究
報
告
の
結
言
の
一
句
を

数
に
引
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
こ
の
勘
の
有
力
者
閥
の
政
争

の
激
し
さ
は
協
力
し
て
村
を
興

す
精
神
は
微
塵
も
な
い
。
利
己

的
派
閥
的
争
い
が
村
中
に
い
つ

も
ご
っ
た
返
し
て
い
る
」
と
。

こ
の
こ
と
は
私
ど
も
が
今
側
の

町
づ
く
り
に
当
っ
て
、
他
山
の

石
と
し
て
深
く
肝
に
銘
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
通
勤
は
全
町
民
一
致
協
力

に
お
い
て
行
お
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
こ
こ
に
一
つ
の

ら
、
こ
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
ど
の
村
づ
く
り
に
当
り
、

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
部
蒋

が
西
も
束
も
水
田
に
か
こ
ま
れ

た
二
戸
平
均
一
町
二
反
の
単
作

地
帯
で
、
春
か
ら
冬
に
か
け
て

は
、
気
楽
に
休
む
暇
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
共
同
入
浴
場
を
建

て
二
粁
の
夜
道
を
歩
い
て
町
ま

で
出
か
け
る
時
棚
の
節
約
を
す

る
と
共
に
、
現
在
の
梁
会
所
は
、

改
築
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
入
浴
場
の
二
階
を
集
会

1

1 グ

ら はを 施ら
侭
軸
窮
州
沌
或
郵
唾
嘩
沙
軌
て
一

睡
恥
輝
姓
麺
訓
唾
琢
劫
坤
唾
訓
一
一

れ
も
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
｜

極
賄
柚
嘩
帳
轌
池
崎
麺
蝶
磁
症
一

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
協
同
組
一
一

合
が
弱
体
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一

こ
の
村
づ
く
り
が
メ
ム
ー
ス
に

行
わ
れ
る
の
が
心
配
で
な
り
ま
一

せ
ん
。
政
府
の
ね
ら
い
は
、
村

づ
く
り
と
農
協
の
育
成
を
主
眼

目
に
し
て
、
農
協
を
中
心
に
佃

女
の
殿
山
漁
村
の
経
宮
の
共
同

化
を
図
る
こ
と
に
あ
る
と
承
わ

っ
て
い
ま
す
が
．
…
．
．
…
。

私
は
金
木
地
区
の
商
店
街
に
住

み
、
商
業
を
営
ん
で
い
る
の
で

す
が
、
農
家
の
景
気
が
そ
の
ま

ま
私
逮
の
商
売
に
す
ぐ
反
影
し

て
き
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
業

一

一
町
村
合
併
に
よ
る
難
設
計

一
捧
蔀
一

一

一
職
員
〈
辮
鋤
七
課
）

一
職
員
逢
坂
仲
三

（
産
莱
課
）

一
職
員
（
榊
勤
雑
治
用
）
一

、
８
Ｆ
尼
昏
〃
３
口
刀
、
エ
華
思
。
と
』
・
ひ
■
宕
二
・
刀
込
々
■
て
■
當
茸
、
’
四
今
Ｔ
ｄ
ｇ
屈
淳
１口

１
１
１
１
″
‐
一

新
町
建
設
計
蜜
一

者
も
同
じ
よ
う
で
す
。

こ
の
さ
い
、
重
虚
的
な
思
い
切

っ
た
農
業
振
興
砿
を
た
て
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
し

が
、
ゼ
ヒ
と
も
、
心
の
燐
養
道

場
と
生
蒔
向
上
の
た
め
に
も
、

こ
の
鼠
業
セ
ン
ク
ー
の
実
現
を

切
望
し
て
や
蕊
ま
せ
ん
。

〃
話
合
い
の
場
合
“
農
業
振
興

策
を
練
る
た
め
と
、
試
馳
を
す

る
た
め
に
必
要
な
研
修
の
場
を

議
簔
罐
灘

の
で
す
《
》
そ
し
て
こ
こ
を
中
心

に
成
人
の
た
め
の
、
社
会
教
育

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
一

で
す
。
終
戦
後
の
若
い
人
た
ち

は
、
そ
ろ
そ
ろ
混
乱
し
た
当
時

一
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
は
、
よ
く
〃

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
〃
が
な
い
の

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

私
達
と
し
ま
し
て
は
、
公
民
鋪

の
な
い
こ
の
町
に
、
せ
め
て
、

て
農
家
所
得
の
向
上
を
は
か
っ

て
下
さ
い
。

調
整
事
務
局
を
設
置

こ
の
村
づ
く
り
で
助
成
の
九
る


